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QuestionnaireにおけるＷ〃反)芯の

選択要因について（１）

－ＹＧ性格検盃による検討一

岩渕次郎熊井枕子

１１録形式による性格検ｲfは，対･家を理解するために必鶴な多くの↑,ｻﾞ報を系統的かつ容

易にI|叫皇するｲ丁力なIz段の1つとして発展しつつあるが，他ﾉJそこでの被検肴の反応選

択行動は必ずしも安定したものではなく、Ｗｒ問唄１１の)胸'１１;・被検若の'1J11人特性・検ｉｌｉＥ状

況等の,瀞に|'|:からさまざまな彩騨を受けて変動しがちであ')，ときには被検肴の実像と

かけ離れた|え応選択さえもなされることが知らＪ１している。

たとえば，刺戦（町lll〕qIL1）に付随する各種の||愛'１，|くさ（ambiguity）に関するIilf究か

らは，ｉＭｆｉＷな表ｆＭ・Ilill戦の多義性・条件段だの不充分な記述などが、回避的)又応（無応

篠．？)又応・不定)又応）や刺'散内容と遊離したstereotypedな反応を誘発し、i1Ill定結采

に復みをもたらすことが指捕iきれている。

また被検若の(lJjI人特|'|ﾐｸﾞ)彩劉1については，おもに検ｲfに対する被検肴独向の1文応の購

え（responscseL）または反応スタイル（respol]sestyle）を'''心に検討されており、そ

こでは厩Ｍ１j内容の川Ｉ'１にｲｨﾘらずi1j･定的反応を7(すＩ頃I(,｜（aCqL1iCSCenCe,agreement

tendency）・社会的望ましさ（s()cialdesirability）のBAf(iiにｊｉＬづく)叉応llJiliリ・多くの

進１１<11Wkからlii【端な'又応を選ぷ低ili1（extremityofresp()nse）などが、検介結果の笈｣'’

'化をji1なうものとして注|’されてきた。そしてこれらの(qliIrqが、刺IliHi（『Tl澗｣ｒｉｌ１）の偶

性よりも被検若の'１/,|人特,ﾄﾞ|;に，より依存していることが明らかになるにつれそれらに

対するIill:究の関心は，、検侮におよぼす侭'''１効采（biaseffect）そのものよ')も，バーソーフl‐

リテイlllil化とグ)関連lWliへと|(Ｉっているように,ｕＭﾌｵしる。

ＩＩＪ定的)又応噸ｌｉ１Ｉを被検欝の人格・興Ⅱ|<・Ililil人lMl1又応スタイルの顕われ(manifestation）

とする兄ﾉﾉは，すでにBcrdie（1943）に遡ってみら北その後Jacks()１１＆Messick

（1958)，Ｃ()uch＆Kenist(〕、（196()）などが，これらを人格の１変数とみて検討を深め

ている。

このなかでＣ()ucll＆Ｋ(mist()ｎは．「)虹応の|i(えは深1鰊に|ﾉﾘｲ|;する人格ｲｌｉ２峡||ド（per‐

ｓ()nalitysyndr()ｍｅ）のillIiわｊＬであ')、ｉＩＩ・定''1(ﾉ)又応lliiil('１はそのﾘｲiili釘|#の決定鍵|ﾉ〈1によっ

て説Illlできる，との仮,説の「に，この)え応の|,'fえについて客観テストとllililill〔的,ili定プロ

－５９－ 



QuesLioImaireにおける、？〃反応の選択要lklについて（Ｉ２ 

グラムとから分析を試みている。そしてそのなかで，i1j･定反応多発者（yeasayer）には]

自我統制が弱く，衝動を留保てさぬままに受け容れ笏〈，かつ周りからの刺戦に対して

反応し易いなどの傾ｌｉ１]を，また－万否定反応多発者（naysayer）では，衝動を禁l上（ま

たは抑制）し，周))からのあらゆる情緒的刺戦をさまざまなﾌﾞJ法でｌＷｆＬ易いことを),し

出しさらに発達史的観点から，この差異を彼らの初jU1の社会化の過Ｗ１ｌに求めて理解し

ようとしている。

ところで｢1録形式の性格検在のなかには，三件法（いはい〃.､､いいえ〃.､､？〃または

蝋どちらでもない"）によるものが少なくない（ＭＭＰ１．１IPI・Ｙ－Ｇ・ＣＡＳなど)が．ｌＩｉｊｌｉ

床場面においては、しばしば゛？〃（､どちらでもない〃を含む）反応の杵しくこ|立つプ

ロトコルにｌＬｌ１会ってその解釈をfW係した'）（一般に`検ｉｆ結果の妥当性は、､？"反応の頻

度に応じて低減する)，このような反応選択過催そのものの了解にもｆｌｉｒしんだりするこ

とが珍らしくない。

しかし倹在者を当惑させるこの、､？〃反応も、それ自体歌はい〃や蝋いいえ〃と並ん

で被検者の表現形式のひとつであるという点において，その意11jl<は元分に検討される必

要がある。こｵLに関するこれまでの研究では，銃（1954）がい？〃反応とfrlllI項目の多

義性との関連を指摘しており，Edwards＆Walsh（1963）も各質Ｉ１Ｉｊ項１１にみられた

い？〃反応戯が，項１１の暖昧さのｌ規準とみなし得ることを示唆するとともに，17種の倹

炎盗料をもとに、､？〃反応に関するIzkl子分'１７を行ない，反応に対するl1I]避的|'[i【｢i']を意味

すると思われるIk1子をjIlI出している（1964)。またEysenck（1962）は，MPI等の検盃

『\点に関する因二j是分析を通してＷ〃反応個有の！《1イ･を1,iLlIL，その意味を被検者の決

断性から吟味している。ついでGraham（1977）は，ＭＭＰIにおける゛？〃（cannot

say）ノ<度を，被`検者の優柔不断．1,1,TIllIi感I11i・'２１己のfff定的な特性を認めることを避け

ようとする傾向などの指標とみなしている。

これらの研究は，゛？〃反応が被検者の性格特性と関連してもたらされるものであり，

さらに、？〃反応多発傾向が、さきに触れたさまざまな反応傾｢AIと同様に，それＩ:1体被

検満の人格特性として解'ﾘ1されるものであることを示唆しているように思われる。そし

て、､？〃反応多発ＩｕｉＩｎｌに対してこのような観点から接近を試みるときには，Couch＆

Kenisto11がi'j･定的（または否定的）反LMtj1liUの検討に際してとり人J1した前卜ilの仮設が，

そのまま援用ざれ１ＭLるものと思われる。

本研究はこの仮説を淵りて↑「反応の櫛えは深lFiに1ﾉＷｌ２する人格症候'１Ｆの願われであ

Ｉ)，帆？〃反応傾|ｲリ（cannotsaytendency）はその症候群の決定要因によって説ＩＵｌ

できる」との立場から，いくつかの１ｔ格検在によって得られたい？〃反応多発者のパー

ソナリティ解iﾘ]にｌｒ１Ｉかおうとするものである。

しかしこれらの作業においては、検査にみられる゛？〃反応の統計的把握がｉｉｉ提とざ
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れるにも拘らず，現行の多くの倹炎で･は、､？〃反応に関する統,;|･交料を欠いており，そ

の､'z均的{'１塊蹴度さえも不'U'のままとなっている。このような,ilj況のもとで､わｵしわjiLは，

まずⅦ？〃）又応に関する）』L本的統';'､査料の盤I伽から浴手することとし，さし､IliたりＹ－Ｇ

性Iff検ifIfにみられるｗ〃の'H｣児状況について，ＩＩｌｉ'人の⑪？,，）又応傾,ｲﾘの水準に{w意し

なが'）ぞ察を川Iえることとした。

対象と手続き

道内医科入学２学年学生を対象とする心理'学:実洲で，巣剛i1行したＹ－Ｇ性格検奄の

結采（145人分）を分析した。

｜Ｉｌｉ１人別の結采の処｣:１１１は正脳Lの手続きに従ったほか、選択した、､？〃１又応のlllil数を改め

てﾉ<度別・Iﾉ（'千別にi;１１２し、その総数とともに分析浅科に)｣１１えた。

また蝋？〃反応総数を，行人の、？〃）史応傾lrlIのｆ1,1度を,]くす指標とみなし，必茨に応

じ全員をその;｛'１対的な商低によってつぎの３群にほぼ同数宛分撤した。

①ＬＱ朧(゛？〃反応稀少群）：､)？〃総数１１ﾉﾉﾉ:以~1,.の稀(53人，ｗ”』'2｣ｺﾞﾉIllf466）

②ＭＱ群(中等度ｲ|ﾄﾞ）：１２～23ﾉﾉﾊﾞ（45人、平均16.96）

③IIQ作(、，〃反応多発群）：24-67」A((47人．、lL均34.6(j）

結果と討議

Ｙ－Ｇの尺度別粗点とい？〃反応数：対象:什全1１（145人)から１１卜らオした）<度Iillの:'1ﾙﾉﾊﾟおよび

、？〃)又応数の各`F均仙は（表１）にフバされる。

ネ'1点は，当然ながらいずiiLも標f<ｉｉﾉﾉｽ「３」（表１）Ｙ－Ｇ尺度別組点および帆？"反応数

の段階に人って、この集団の平均プロフィ

ルがいaveragetypc〃を拙〈ことを,J〈して

いる。

尺度MIIの、？〃ｌ叉応数は、1.11（１）)から

2.15(Ｇ）まで尺度の間で゛ばらつきがみらjiL，

また'2Ｋ度｢１１８尺度までがそのＳＤは帆？〃

の平均値の２倍を越える。ｗ)'’の'ﾄﾞ均総

数は18.2()(全項11数の約15％）にのぼり，

かつ分放もかなり入きい(l`1.13)。この⑪？〃

の-1と均総数については，ｊ上1iii]（1973)が8.7

()j(大学AlZ2()()人）を鰍(写してお')、われわ

ｵしの結果とは極めて入きい錐がみられるが，

その吟lLItはなお,謝家の盗料との照介をjlijし

尺唆｜ⅡＭＸ､'2均土Ｓ１）ｌｗｗ・蚊･脚Ａｌ士５，

Ｄｌｌ().２〒5.5 Ｌ1１－１．５６ 

Ｃｌ８．９士５．］ Ｌ２１－ｌ・Ｌ５(】

７－６．１‐５．（】 Ｌｉｊ３十1８６

Ｎ’］０．４－５－(］ １－１７」‐Ｌ､1１

０１８．２‐|‐、1－４ Ｌ２３＋１.｣０ 

(､｡’６.(ｊ±３．８ １．６１十1５２

八ｇ１０．７＝３．t！ １．６１十Ｌ５F

Ｃｌ【)－５｝‘Ｌ６ ２．１５－１.ＬＩＭ 

Ｒｌｌ()_８．１－‘1７ １４３十1７０

Ｔ8．８－４－２ １．６１＝1.1i(１ 

Ａｌ９．１士５－３ ２－()(）＋１－８１．１ 

Ｓｌｌ２－３十５．１ １．４.’十１－Ｍ

【総数）１１８．２(）士１４．１３

－６１－ 

)〈度 ｌｌＬＩＸ､１２均土Ｓ１） 聯,.'教`12均土５１）

ｕｇ ＤＣ１ＮＯＣ八ＧＲＴ八日 ５１００４８＄６【Ｉ３３１０■■●●ＣＱＣＧ●●■ ５←ひ５一切４３３４４０雌←、再び〒｜土士二士士二十一土’二十士ゾ］いり、⑪‐４？】ハリ【Ｉ戸口⑪ひＲ⑪１１ハロ●●■●■●●。●◆■■０；【Ｉ０８６０００８９，］
１ 

１ 

１１凸■８０凸ｑⅡ▲
１０▲ 

１．１１±１．５(ｉ 

１．２１±Ｌ５(） 

1．ｉｉ３±1.86 

1」７±１．．１１

１．２３＋１．４(） 

１．６１±］， 

Ｌ６１士1５５

２．１５±1.（`！ 

Ｌ４３±Ｌ７(） 

１．６１±1．Ii6 

２.()(）土１．８８

１．４．１上１．Ｍ

１８．２(）±ル！‘1３



Questionnaircにおける帆？〃反応の選択要因について（１）」

てなされる必要がある。なお，．？'’のＳＤのirljさから，い？〃反応の選択に関して個

人差の大きいことがうかがわれるが、このことは(Ｍ１）のヒストグラムにも示される。

ここでは，隅？〃を全く遊ばなかった觜（８人)から妓大値67(全項'１の約56％にと'ｉたる)の

片まで、IlIlil人別のⅥ？〃総数にはかな')大きな変助がみらJ|した。

、？〃総数と行)<度llill点との関連を（図１）帆？〃総数のヒストグラム

探るために，それぞjlLのｲ１１側を求め
５「

たのが（表２）である。こｵしによ』lＬ
４０ 

ぱが？〃総数とＩ筋ｉｉＭ性)＜度(ＣＯ）
：１０ 

の＃'し('［とに｣Eの*||関がみられ（r＝
20 

0.335.ｐ＜０．０１)，、？〃総数の多
】０

い満ほどｊ'三|ﾉｶﾞ,調的な〃ｌｉ１]ヘ滞る傾|イリ
Ｏ 

がうかがわｵしﾌﾟこ゜また主導性因子に（人！

4口

3Ｈ 
箙

mlT|上上
がうかがわｵしﾌﾟこ゜また主導性因子に（人数）（)～Ｉ(i～２(〕～３()～１１１～５Ｕ～（１０‐

い”総数)

念まｵしる文lIiB性(Ａ）と社会的外向性

(ｓ)のiilij尺嘆では，．？〃総数と負（表２Ｍ？〃総数と各尺度得点との相関

のｲlj関を示し（r＝－().２４７，－０．２２３

いずれもｐ＜0.01)，⑪？〃総数の

多い者ほど服従的で､かつ社会的な内

向性の(ｉｉｌ可を持ち易いようにおもわ

れた。なお，のんき性(Ｒ)尺度でも

低い負のｲ||関が認められており

(ｒ＝0.190,ｐ＜0.05)、これらのこ

)Ｕ奥 尺度『 ｒ 

Ａｇ ， ０．００６ -0.041Ｉ 

Ｇ Ｃ 0.0IＣ ０－０７７ 

Ｒ －０．１９０可０．０９５ 

Ｎ 丁－０．０６３ 0-010 

０ 
Ａ －０．２４７*為()」２６

ＣＧ 0-335女巾 Ｓ －０－２２３*則

（"Ｐ＜().()5．鑿ｖｐ＜(L()l）とから，帆？〃総数の噸加に'12ないプ

ロフイルは情緒安定性と社会適応性|'bi因子に属する各尺度で不安定・不適応の方向へ，

－万hli11i>Ｉ性・衝動性・主動性等の因子にかかわる尺度で不活発・ii1j極的方ｌｉ１１へと移｣肋す

る可能性が想定された。

（表３）は、帆？〃総数の,制上によって分けられた３＃ｉｔｌ１ｉ１で，符尺度の1z均帆点を比較

（表３Ｍ？〃総数の高低による３群の尺度別組点

ＭＯ IIQ ＨＱ｜尺度’ＬＱＭＯ 尺ＫｆｌＬ(』

1().６０１１１．５１１１０．１５ 、 l().４４ ９７４ 

1０．７７１１().５１ｌｌｌ()．１３ Ｃ ９．７８ ８４０ 

1１１３１１．２２１１()．１５ １ ７－５３ ７－６８ 

９．３８１８．５３１８．３Ｃ Ｎ 10.3］ 1０．２８ 

９－００ ８．，６１９．４２ ０ ８－３６ B－ＯＣ 

１２.il3１１２．４９１１１．８３ ＣＯ ７．２７ ５－９６ 

－６２－ 

尺庇 ｜尺度Ｔ 

ｐＣ１ＮＯＣ 
().006 

０．０７７ 

().()9５ 

－０．０６３ 

()」２６

0.335*＊ “ＧＲＴＡＳ 
‐（).０４６ 

０．０１(） 

－【).190本

（).０１９ 

－().２４１７*￥ 

－().223*＊ 

尺陛 ＬＱ ＭＱ ＨＱ 尺度 ＬＱ ｌＩ ＱｌＩＩＱ 

。，ＣｌＮＯＣ ４０８８０６ ７４６２０９ ●●◆■●● ロソくる行ＩハＵ（５｛、１ ｎＶ。⑥八⑪（Ⅲ〉１１ハロＲｕ〈、ワ」▽ｒワ△７１■●●■●● ０８８０８０ 
１ 

１ ４８３１６７ ４７５３３２ ●００■■○ ハ０ｑＭ『Ｉ〈Ｕ⑪。同Ｉ
１ 

１ 

９ 

ＡＧＲＴＡＳ 
1().６０ 

１().７７ 

１ＬＩ３ 

９．３８ 

８．９６ 

１２．４３ 

１１．５１ 

１().５１； 

１１．２２ 

８．５３ 

９．４２ 

1２．４９ 

１０．１５ 

１()．１３ 

１()．1５ 

８．３６ 

９.()0 

1１．８３ 
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したものであるが，牧'１(Iの'１'id列に上記の印象に沿ったIlJilｲﾘがうかがわれるものの、すべ

ての尺度にわたり帆？〃)又1,Ｍ上ｉ１向のilfljさに|則して群間鑑を認めることができなかった。

、？〃反応傾向と尺度別蝋？〃反応率：⑪？〃l叉応Ｉ上j1lhlの水準を異にするI_Ｑ・ＭＱ・ＨＱ

各僻の尺度ﾘﾘﾍ？"数を比べると（図２）のごとくなる。

（図２）ＬＱ・ＭＱ・ＨＱ各群の尺度別小？〃反応率
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句．

2(] 

１
 

１
 

７
Ｋ
応
曠

Ⅱ 

Ｉ）ＣＩＮ（）Ｃ(）ＡｇＧｌ（丁八ｓ

イf尺度ごとに、311ﾄﾞの､､？〃数に関して適合度の検定を行なった結果，活動性尺度(Ｇ）

とＩｌｌ調性尺度(ＣＯ)において，ＬＱ・ＭＱ１Ｉ１ｌｉ群の棚？''１文応が期待値よりもIﾘ]らかに,『Ｊ〈

(ｽﾞｭｰ8.580および8.866,いずれもｄｆ＝２，ｐ＜0.()2)，－ﾉﾌﾞ抑うつ性尺度(1))におい

ては，イ丁懲ではないがＨＱｌＩﾄﾞで剛？〃反応がjU1侍111【よりFliいこと（Ｘ２＝5.394．ｄｆ＝２，

ｐ＜()」０）が知らｊした．

このような，ＩＭＩ上と共辿の尺度刺'|災に対してのＨＱ(帆？〃多発)群独特の)又応特徴は，

帆？〃反応ｲﾋﾉ〔lnjと人格変数との関巡を検Ｉ識する際の手がか'）とな')得るが，上でみられた

傾ihjは，なおその解lﾘjに足る充分な盗料とは喬えない。

帆？〃反応傾向とプロフィルの判定型：ＬＱ・ＭＱ・ＩＩＱ各群成員の判定jli1を分)ｉｉｉした

ものが(表４）である。なお被検一片全数でのﾄﾘ定）Ii1では，、(director）ｔｙｐｅが肢も多く

(29.0％)，ついでＡ(average）（22.8％)．Ｂ(blacklisL）（20.0％)．Ｅ(eccentric）（16.6％）

となり，雌も少ないものはＣ(calm)type（11.7％）であった。

I1ll定１Ｍにみられる各鮮の特徴をみる（表４）ＬＱ・ＭＱ・ＨＱのＹ-Ｇ判定型分類

となり，蚊も少ないものはし(calm)type

l1lI定１Ｍにみられる什詐の特徴をみる

と、ＬＱ群では、路以上の者がDtype

を7｣くしilhは残る４iWlにほぼ均等に分散

するが他群よりもＡtypeのｌＩｉ現が１１ｔ

いこと；ＭＱ榊では他群に比べてＣ

[ypeの川塊が少ないこと；ＩＩＱ群は

IlM1tよりもＡ・ＣｌＩ１１ｉtypcの'１１４，LがI{:Jｉ

１mｾﾞﾍuＬ ＡＢＣＤＥｌ１ｉ１ 
ＬＱ ９７２０１０ nｏ 

ＭＱ ４５ 1１１１１１３９ 

llQ １１７ 1５０９９５ 

【汁’３３２１）1７４２２４１Ｍ５

－６３ 

ＡＢＣＩ）Ｅ Iil-

ＬＱ 

ＭＱ 

ＩＩＱ 

ｌｌ 

ｌ５ 

７２(）１０ 

１１３９ 

９９５ 

５３ 

`1５ 

．１７ 

iil‐ 3３２１）1７４２２４ 1４５ 



６ Questiollnai１℃における､､？"反応の選択饗'１J:１１こついて（】

くり。Ｅが低い，などが目立つ。

ただしＬＱからＨＱにかけてのＡtypeの端)IHIは，Ｙ－Ｇの採点形式と無関係ではない，

いうまで･もなくＹ－Ｇにおいては，、？〃)又応に｣1E蝋の％の得ﾉﾑ'（を付すため，⑩？〃以応数

のjMI力Ⅱによって全体のプロフイルは|ⅢしりなくAtypeの特徴を帯びることとなる。このこ

とから、ＩＩＱ(ｌｒでAtypeの比率が高まるのは半ば､'1然であI)，｜Ijjll#に彼らのプロフィ

ルは，、､？〃をほとんど含まずに緋かjlしたAtypeのプロフイルと比'陵して，その「珍ＩＩＵｉ的

妥当性がUい､ことに冊なしなければならない。

一方Ｄtypeは，Ａと逆に､､？〃)又応の少ない畔ほどその比》ｷﾐが商まる（IIQ１９％.ＭＱ

２9％・ＬＱ３８％)ⅡＩｉ:－のtypeであり、、？〃反応IWilfl1との負の;|:１１|腱l関係は,このﾉﾄﾞ'1が被検者

のsocialdesirabilityに基づく反応の.燃えと結びつき易いことから見て，必ずしもlllj然

とは思われない。、､？〃反応順|ｲﾘとsocialdesirabi1ityとの関連については,さらに今後

の検討を,必要としよう。なお，３祥illjの111〃とjlilについてＸ2検定を試みたが，群ＩＩｉＭｉｉを

認めることはできなかった（Ｘ２＝lfL849．。[＝８．Ｐ＜().10)。

質問項目の1愛昧さの検討：さきに触J|したごとく，帆？〃反応は項[111体の偶性による'１愛１１'ｌｔ

さからも斉さJ|しるが，、､？〃反応傾lfI]をＩＭＩ人の性,格特性との関連から検討しようとする際

には，このﾄﾞ,|iの､？〃は結果を〔侭めるarti[acIとなるために除外されなければならない。

唄目の１１腱ＭｔさのlWli念と>j,L準は，岩脇(1(〕73)の指摘するごとくそれ｢１体多蕊的であるが

ここではさし当りそのi111度として，ｉｉＭ１のEdwards＆Walshが挙げた畑？〃反応率を

用い、全｣?〔Ｆ１(120）中から上位１０位までを選んでみた(表５）。このうち上位８〕ｎ月は，

（表５）Ｗ"反応多発項目(10位まで）

糾()<度） 軌１１内容 ＬＱＭＱｌｌＱ ,iｌ 

８２３２５ 

(１５」）（５１Ｊ）（53.2）
77.（(}】 ５６ 

(38.6】
いきいきしてい烏

７１６２９ 

(13.2）（35.6）（61.7） 
５２ 

(35.9） 
2６（Ａ） 会やグループの為に働くのがたのしみであ烏

５１７２４ 

（９．３）（37.8）（51.1】
４６ 

(３１．７１ 
１１５（ＣＯ】 人は私を卜分認めてくれない

８１０２６ 

(15.1）（22.2）（55.31 
４４ 

【３０．３）
1８（Ａ質） il冒しいと思うことは人にかこわず突行ﾏ|･る

５１３２１ 

９．３）（28.9）（44.7） 
Ｍ（Ａ】 ３９ 

(２６．９） 
会などの11#は人の先に立って働く

７１０２１ 

(１３．２）（22.2）（44.7） 
３８ 

(26.2】
8６（Ａ） 

３Ｍ２０ 

（５．７）（31.］）（42.6） 
2２（１） ３７ 

(25.5】

1３２２ 

（Ｌ９）（28.9）（4６．８１ 
３６ 

(24.8】
113（Ｇ〕

７１３１５ 

(13.2）（28.9）（３１９） 
３５ 

(24.1） 
6５（Ｇ１ 

４】２１７

（７．５）（26.7）（36.2） 
5４（Ａｇ） ３３ 

(２２．５】

３９２１ 

５．７）（2().()）（４４．７） 
1１１（Ｔ） ３３ 

(２２．８） 

[力，。内の数|/｢は爬応;+【を,j(す

－６４－ 

J1r(I］ 
蘇り (/<度） 軌１１内容 ＬＱＭＱｌｌＱ 両Ｉ

77.((}） いきいきしている ８２３ 

(15」）（51Ｊ）〈53.2）
5６ 

(38.6） 

2６（Ａ） 会やグループの為に働くのがたのしみである ７１６２９ 

(13.2）（35.6）（6Ｌ７） 
５２ 

(35.9） 

115（ＣＯ） 人は私を卜分認めて〈ｊしない ５１７２４ 

（１）.３〉（37.8）〈51.1）
4６ 

(３１．７） 

1８（Ａｇ） 正しいと思うことは人にかｔわず実行ﾏ|･る ８１(）２６ 

(15.1）（22.2）（55.3） 
4とＩ

(3().３） 

l`!（Ａ） 会などの11＃ 人の先に立って働く ５１３２１ 

（９．３）（28.1)）（44.7） 
3９ 

(26.9） 

8６（Ａ） 人のあつか がうまい ７１０２１ 

(１３．２）（22.2）（44.7） 
3８ 

(26.2） 

2２（１） 窓かなか決心がつかず機会を失うことが多い ３１４２(） 

（５．７）（3Ｌ]）（42.6） 
3７ 

(25.5） 

113（Ｇ） 動作はきびきびしている １１３２２ 

（Ｌ９）（28.1)）（46.8） 
3６ 

(2ｆＬ８） 

6５（(〕） １１:Illhは人よ')ずっと速い〃である ７１３１５ 

(13.2）（28.9）（319） 
うり

(24.1） 

5４（Ａｇ） 失礼なことをさ』しるとだまっていない ４】２１７

（7.5）（26.7）（36.2） (22.5） 

1１１（Ｔ） 深く物ｌｉをヴえるＩ上､lｲﾘがある ３９２１ 

（５．７）（2().()）（44.7） 
3３ 

(22.8） 



)111川医i:１人`､朧紀要 ' 

少なくとも４人に１人以.上の者によって、？〃反応がなされたことになる。またそれぞJlL

の項１１の骸:'1尺度では，Ｇ(活動伽１１２）.Ａ(支配lWiH）ｉ１ｌ'i尺度(ともに３ＪI〔しＩ）が[]立っている。

しかしここで留蔵すべきことは，Ⅲ？〃反応に諮1Ｉして｣r(１１|`1体の11愛味さを計る場合の

illIl度は，ﾘﾐlIllﾉlから得られた単なる$､？〃反応率のみではなお不充分なことである。

すなわち、仮')にＷ")又]芯の選'１<が、（本Ｉｉｊｌ:先で仮想するごとく）l1iil人の性格特性に１１

うところが大きいときには（ここには，Iiijll1のCouch＆Kenistonの、yeasayer〃と

剛naysayer〃に倣って、?-sayer〃が想定ざノしる)、集間全体での尚い`､？〃反応率は，主

としてJ【〔１１１`1体の暖lLltさよ')むしろ|`lらの１１１，;Ｗ、､？‐sayer''的人絡徴候に」,!きづいて帆？'’

を多発しがちな特定11ﾐﾄ１１の，独特な、？〃反応Ｉｌｊ[Ｉｆｌによって斉さオしたTII能性があるからで

ある。

従って（？''L(応から項'1の||愛味さを１１今味する場合はパ？''反応率の全般的;,ljさのほ

かに，さらに､､？〃反応の本米的水準を異にするf十F位僻（ここではＬＱ・ＭＱ・ＨＱ）に

おいても，そｵしぞれの-11z均的”？''反応率(3.9％・’4.1％・28.9％）を1ﾘ|らかに上1111ると

いう灸Iﾉ|:が付)]１１きれなけ』lしばならない。（表５）の各項目は、ほとんどがこの２条件をilllli

足させる点で所訓峻味〕r〔１１とみなし得るものであ'八⑪？〃反応傾li1と１１/i１人特性の関連を

問う場合には，ＩＩ１１ｉｌ人特'''1首と係わりの|lい､二ｊＬらの項１１の彩騨は除外されるべきであろう。

（表６Ｍ？"反応の少ない項目(10位まで）

糾(腿喚） ＬＱＭＱＩｌＱ ,ｉｆ 頂Ⅱ内群

0３３ 

(0.0）（(ｉ７）（（沖I）

６ 

(`1.1） 
－人きりでいたいと思うことかⅡ昨々ある。1５（Ｔ） 

（〕２６

【０．（)）（`1.2）（１２．８）

８ 

(５．５】
色々ち力『う(ｔｌｌがしてみたい。４（Ｒ） 

1３５ 

(１．９）（６．７）（l().６） 

９ 

(６．２） 
知らぬ人とjiIiすときはかたくなる1３（Ｓ） 

９ 

(６．２１ 

１１７ 

(１．９〉（２．２）（１４．９）
6８（Ｏ） たび．たびねつか'iしないで|Ⅱることかある。

２３５ 

(３．８）（６．７）（1().６） 

１０ 

(６．９） 
２３に） 鴎僻するとすぐ恢力H1る‘

１２７ 

(Ｌ１)）（４．４）（１４．９） 

１０ 

(６．９１ 
時々ｈ(が放ってぢえがまとま`Pjない。7１（Ｃ】

１１ 

(７．６） 

２．１５ 

(３．８）（８．９）（１０．６） 
巴'<な人と知')《+いになるのが楽しみである‘ｌ（Ｓ） 

ｊ
 

１
 

Ｉ
ｃ
 

７
Ｌ
 

■
Ｇ
 

ｌ
 

ｌ
 

ｉ
 

３
Ｆ
 

６
 
ｉ
 

ｊ
 

９
 

１
・

１
 

－
 

１１ 

(７．６） 
8０（０１ '1滕縛Ｉ雅かに打ち1ﾘjけ,ｉ１ｌｉがしたい［

１２Ｓ 

ｌＬ９）（４．４）（17.0） 

］ｌ 

(７．５ 
9(）（Ａ１Z）｜蛎雌さノしたと`lilAうとひどくリ呪が立つ

２．１７ 

(３．８）（８．９）（服Ｌ９）

ｌ３ 

ｉｌＭ)」
1２（Ｄ）ｌｉｌｊＦ々ｲj11に対して#｣典|腋がなく巻愚

２４７ 

【３．８）（８．９）（１４人)】

１３ 

(９．０１ 
１１１１の人とも遮噛なく縦論することかああ3ＱＩＡＲｊ 

３３７ 

(５．７）（６．７）（１４．９） 
１３ 

(9.01 
9２（()）’１１＄々ぽかんとしていることがある。

'ヶ，ゴlﾉﾘﾘ)lMdrI(よjLIiijLjffを,l､十’

－６５－ 

jYi[｜ 
詠号.

()込陛） 頂｜Ｉ内容 ＬＱＭＱＩｌＱ 計

１５（Ｔ） 一人きりていたいと思うことが'1昨々ある。
(）３３ 

(().０）（(j､７）（（沖1）

６ 

(`1.1） 

４（Ｒ） 色々ち力『う(･I:1Ｉがしてみたい。
(〕２６

(()．()〉（`Ｌ２）〈12.8）
８ 

(５．５） 

1３（Ｓ） IH1らぬ人と:iI↑すときはかたくなる
1３５ 

(１．９）（６．７）（l().６） ((i､２） 

6８（()） たびたびねつか'iしないでｌＭることがある。
1１７ 

(１．９）（2.2）（14.9） 

ｑ 

(６．２） 

2３（Ｃ） 輿ＩＦするとすぐ涙が}11る。
２３５ 

(３．８）（６．７）（1().６） Ｍ)) 
７１〈Ｃ） 時々力(が放ってぢえがまとまらない。

１２７ 

(Ｌ１)）（４．４）仲Ｌ９）

1(） 

(６．９」

ｌ（Ｓ） 色'<な人と知')《+いになるのが楽しみである。
２．１５ 

(３．８）（８．９）（１０．６） 

11 

(７．６） 

8０（Ｏ） '1滕縛iMiかに灯ち1ﾘjけH１吟がしたい。
1３７ 

(１．９）（(ｉ７）（ｌ４Ｌ１） 
1１ 

(７．６） 

9(）（Ａ１苔） 蛎雌さノしたと`lilAうとひどくリ呪が立つ
1２８ 

(Ｌ９）（４．４）（17.()） 

１１ 

(７．６） 

1２（Ｄ） ilｹﾞ々｛ＩＩＪに対してもり峰||,|(がなくなる
２．１７ 

(３．８）（８．９）（服Ｌ()）
]:〕

．()） 

3(）（Ａｇ） likの人とも遮1,1jiなく縦論することかああ
２‘！７ 

【３．８）〈８．９）（１４人)） |ハ
()２〈Ｏ） １１＄々ぽかんとしていることがある。
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IHI問:11,〔１１１:１体の峻昧さの吟味条件は，１ﾘI確さの吟味条件にもなる。すなわち，明確さ

のｊｊ１Ｗ；は，集卜jlの一般的帆？〃反応率が低く，かつ帆？〃反応傾lfIを異にする各下位群にお

いても，そｵしぞjiしの平均的帆？〃反応率を明らかに下'111ることがその規(#さとさｊしよう。

(表６）は，卿１１の全成只より１１１しらｵしたい？〃反応率の肢も低いものから10位までを選んだ

ものである。これらでは，Ⅲ？〃を選ぶ者が１０人[''１人にもiiMiたず，しかも帆？〃反応率の低

さがＬＱ･ＭＱ･ＨＱ各群に共迪した特徴となっていることから、それらのjYI11は，、､？〃

反応|頃lidをｲ１,'1|人の性格特徴と交絡させて検討する際には，上記の暖味項目と同様に，個

人特性が反映していないという靴['1によって分析盗料から除去されるべきかもしれない。

一方，彼,検者の、？〃bZ応傾向を投影し易い項Ｆ１を選別するときには，集団の一般的

帆？〃反応率の水準よ'）も，反応(U1li1]の礎度を異にするいずれかの下位群での，項目別

､？〃反応率と当該群の平均的!又応率との格差（discrepancy）が，より」匝要な指標とさ

れよう。

要約

Questi(〕nnaireに対する反応の|:隊え（responseset）の１つとして、剛？〃反応傾向

(cannotsaytendency）を想定し，いわゆる‘？〃)又応多発稀（？-sayer）の性格特性

の解明に必要なｊＩＬ本盗料を得るため，さしあた})Ｙ－Ｇ性絡検交における帆？〃反応の出現

状bldを，検査肉体から'111きｌｌｌされた判定結采と交絡させながら分析した。

対象（道内医大２学年学生145人）から得られた結果の主要なものは、①全項I](120）

での平均い？〃総数は18.2であＩ)，従来の蝦'｢例を大iljに上1111つていた;②⑪？〃反応の選

択には欝るしい個人差がみられ，｜M1人別の帆？〃総数は0（８人・約６％）から６５にまで

わたる;③Ⅲ？〃総数の多い群のＹ－ＧプロフイルにはAtype，稀少脈ではＤｔｙｐｅがＩＩ立

つほか.とくにI）typeでは､､？〃反応Imlｲﾘとの間で負のｲﾛ関がうかがわれた；④特定〕r〔１１

での､､？〃反応の出現の特徴を通して、項'三'１]体の暖11,|くさの指標に関する１，２の知兇が

得られた。
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